
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年８月10日

【四半期会計期間】 第89期第１四半期(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

【会社名】 株式会社大紀アルミニウム工業所

【英訳名】 DAIKI ALUMINIUM INDUSTRY CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　山　本　隆　章

【本店の所在の場所】 大阪市西区土佐堀一丁目４番８号

【電話番号】 ０６(６４４４)２７５１　(代表)

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理部長　　小　川　泰　司

【最寄りの連絡場所】 大阪市西区土佐堀一丁目４番８号

【電話番号】 ０６(６４４４)２７５１　(代表)

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理部長　　小　川　泰　司

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社大紀アルミニウム工業所(E01318)

四半期報告書

 1/16



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期

第１四半期
連結累計期間

第89期
第１四半期
連結累計期間

第88期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 36,100,538 41,464,301 165,286,826

経常利益 (千円) 653,165 627,910 2,928,717

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 456,006 324,360 2,175,362

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 388,863 603,100 3,279,377

純資産額 (千円) 20,440,966 23,691,972 23,296,616

総資産額 (千円) 69,152,583 80,769,708 79,472,753

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.01 7.83 52.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 10.84 7.71 51.72

自己資本比率 (％) 29.22 29.00 28.99
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融・経済政策の効果により企業業績や雇用情勢の改

善が見られるなど景気は緩やかな回復傾向で推移しました。一方、中国、新興国経済の減速への警戒感や欧州にお

ける債務問題など、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

こうした環境のもと、当社グループの大手需要先である自動車メーカーは、国内で、需要が伸び悩み、減少基調

で推移したものの、当社グループの製品等の需要は緩やかな上向きで推移しました。

この結果、当社グループの第１四半期連結売上高につきましては、アルミニウム二次合金地金243億６千５百万

円（前年同期比10.6%増）、商品・原料他170億９千８百万円（前年同期比21.5%増）で、これらを併せた売上高総

額は414億６千４百万円（前年同期比14.9%増）となりました。

収益面につきましては、国内において、製品と原料の価格差が改善されました。しかしながら、海外の連結子会

社ダイキアルミニウム インダストリー インドネシアが為替変動による為替差損を計上したことにより、経常損益

は６億２千７百万円の利益（前年同期比3.9％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純損益は３億２千４百万

円の利益（前年同期比28.9％減）を計上することとなりました。

　事業別セグメントの状況は、次のとおりであります。

　アルミニウム二次合金事業は、製品と原料の価格差が改善されたこと、大手需要先である自動車メーカーは、国

内で、需要が伸び悩み、減少基調で推移したものの、当社グループの需要は緩やかな上向きで推移したことによ

り、売上高は410億３千万円（前年同期比14.8％増）、営業損益は８億１千９百万円（前年同期比41.1％増）の利

益となりました。

　その他の事業セグメントについては、緩やかな上向きで推移したことにより、売上高は５億６千３百万円（前年

同期比35.0％増）、営業損益は２千４百万円の利益（前年同期比179.4％増）となりました。

 

　(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

　(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１千９百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 43,629,235 43,629,235
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 43,629,235 43,629,235 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ― 43,629,235 ― 6,346,642 ― 2,400,164
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,207,000
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 41,243,000
 

41,243 同上

単元未満株式 普通株式 179,235
 

― 同上

発行済株式総数 43,629,235 ― ―

総株主の議決権 ― 41,243 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が２千株(議決権２個)含まれて

おります。

 

② 【自己株式等】

平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
大紀アルミニウム工業所

大阪市西区土佐堀一丁目
４番８号

2,207,000 ― 2,207,000 5.06

計 ― 2,207,000 ― 2,207,000 5.06
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,755,094 3,769,976

  受取手形及び売掛金 36,658,266 39,418,509

  商品及び製品 10,687,508 10,052,531

  仕掛品 196,120 201,350

  原材料及び貯蔵品 9,185,229 7,768,844

  繰延税金資産 155,784 180,350

  その他 1,121,512 1,143,522

  貸倒引当金 △2,063 △2,402

  流動資産合計 61,757,453 62,532,683

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 11,252,623 11,260,715

    減価償却累計額 △6,637,154 △6,687,046

    建物及び構築物（純額） 4,615,469 4,573,668

   機械装置及び運搬具 21,245,251 21,238,121

    減価償却累計額 △17,227,449 △17,265,188

    機械装置及び運搬具（純額） 4,017,802 3,972,933

   工具、器具及び備品 1,206,525 1,224,176

    減価償却累計額 △778,377 △790,573

    工具、器具及び備品（純額） 428,148 433,603

   土地 3,541,852 3,535,413

   リース資産 506,758 520,763

    減価償却累計額 △176,563 △190,515

    リース資産（純額） 330,195 330,248

   建設仮勘定 42,248 260,916

   有形固定資産合計 12,975,716 13,106,783

  無形固定資産 89,056 85,988

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,820,314 4,218,959

   長期貸付金 8,647 8,365

   退職給付に係る資産 394,891 393,565

   繰延税金資産 23,450 22,868

   その他 620,787 619,467

   貸倒引当金 △217,564 △218,975

   投資その他の資産合計 4,650,527 5,044,252

  固定資産合計 17,715,300 18,237,024

 資産合計 79,472,753 80,769,708
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,805,768 8,695,240

  短期借入金 33,409,313 33,356,552

  未払金 1,087,945 1,154,266

  未払法人税等 597,876 297,858

  未払消費税等 91,572 160,760

  未払費用 1,069,499 1,311,224

  賞与引当金 205,364 103,514

  その他 232,281 543,582

  流動負債合計 44,499,621 45,623,001

 固定負債   

  長期借入金 10,389,470 10,129,542

  役員退職慰労引当金 29,967 23,148

  退職給付に係る負債 90,669 85,516

  リース債務 257,865 203,892

  資産除去債務 125,021 125,693

  繰延税金負債 626,895 731,416

  その他 156,624 155,526

  固定負債合計 11,676,516 11,454,734

 負債合計 56,176,137 57,077,735

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,346,642 6,346,642

  資本剰余金 8,838,268 8,838,268

  利益剰余金 6,053,889 6,171,141

  自己株式 △741,853 △742,353

  株主資本合計 20,496,946 20,613,699

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,383,244 1,677,541

  繰延ヘッジ損益 45,183 35,610

  為替換算調整勘定 926,604 926,770

  退職給付に係る調整累計額 187,097 173,527

  その他の包括利益累計額合計 2,542,129 2,813,449

 新株予約権 148,016 148,016

 非支配株主持分 109,523 116,807

 純資産合計 23,296,616 23,691,972

負債純資産合計 79,472,753 80,769,708
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 36,100,538 41,464,301

売上原価 34,368,904 39,419,597

売上総利益 1,731,634 2,044,704

販売費及び一般管理費   

 運搬費 535,495 557,267

 貸倒引当金繰入額 10,383 -

 役員退職慰労引当金繰入額 758 587

 賞与引当金繰入額 22,129 24,389

 その他 569,649 615,478

 販売費及び一般管理費合計 1,138,417 1,197,722

営業利益 593,217 846,981

営業外収益   

 受取利息 12,760 26,244

 受取配当金 34,725 54,278

 技術指導料 13,606 14,681

 貸倒引当金戻入額 - 487

 鉄屑売却益 24,082 21,666

 為替差益 119,070 -

 その他 24,601 42,100

 営業外収益合計 228,846 159,459

営業外費用   

 支払利息 135,137 165,608

 手形売却損 1,149 6,985

 持分法による投資損失 20,177 -

 為替差損 - 181,588

 その他 12,435 24,347

 営業外費用合計 168,898 378,530

経常利益 653,165 627,910

特別利益   

 固定資産売却益 424 1,555

 特別利益合計 424 1,555

特別損失   

 固定資産除売却損 15,772 29,602

 特別損失合計 15,772 29,602

税金等調整前四半期純利益 637,817 599,863

法人税、住民税及び事業税 88,095 283,525

法人税等調整額 90,318 △16,807

法人税等合計 178,414 266,718

四半期純利益 459,403 333,145

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,396 8,784

親会社株主に帰属する四半期純利益 456,006 324,360
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 459,403 333,145

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 129,003 294,310

 繰延ヘッジ損益 △98,926 △9,573

 為替換算調整勘定 △74,032 △1,348

 退職給付に係る調整額 △12,453 △13,434

 持分法適用会社に対する持分相当額 △14,130 -

 その他の包括利益合計 △70,539 269,955

四半期包括利益 388,863 603,100

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 387,227 595,849

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,635 7,251
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　(偶発債務)

　　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

ダイキ　オーエム　アルミニウム　インダストリー
(フィリピンズ)

327,531千円 329,781千円
 

 

　２　(手形割引高)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

受取手形割引高 25,906千円 185千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 329,865千円 395,719千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 124,284 3.00 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 207,107 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

アルミニウム
二次合金

売上高      

  外部顧客への売上高 35,698,094 402,444 36,100,538 ― 36,100,538

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

51,151 15,262 66,414 △66,414 ―

計 35,749,245 417,707 36,166,953 △66,414 36,100,538

セグメント利益 580,476 8,807 589,283 3,933 593,217
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニ

ウム溶解炉事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額3,933千円には、のれんの償却額 △606千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

アルミニウム
二次合金

売上高      

  外部顧客への売上高 40,939,924 524,376 41,464,301 ― 41,464,301

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

90,861 39,543 130,404 △130,404 ―

計 41,030,786 563,920 41,594,706 △130,404 41,464,301

セグメント利益 819,333 24,609 843,942 3,038 846,981
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニ

ウム溶解炉事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 11円01銭 7円83銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 456,006 324,360

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

456,006 324,360

    普通株式の期中平均株式数(株) 41,428,124 41,420,956

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 10円84銭  7円71銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 635,655 636,363

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

 
平成27年８月７日

 

　

株式会社大紀アルミニウム工業所

取　締　役　会　御　中
 

　

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ 
 

　

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　辻　内　　　章　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　中　山　　　聡　　印

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大紀ア

ルミニウム工業所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４

月１日から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大紀アルミニウム工業所及び連結子会社の平成27年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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